
技術士を目指そう

最も権威ある国家資格です。
科学技術に関する高度な技術と応用能力が認められ、技術者として高い倫理観

を持つ者にのみ与えられます。

技術士への社会的期待
・学理を究めた者に与えられる博士に匹敵する資格として、技術者に与えられ

るものです。

・今、科学技術はますます進歩の速度を速めています。社会の真の幸福の実現

のためには、技術と技術者倫理を合わせ持つ技術士は不可欠です。

・今多くの日本の企業が技術士を昇進の要素として採用しています。

大手企業も取得者を優遇しています。

・技術士（Professional Engineer）は海外でも認知される資格です。

技術士第一次試験に挑戦しましょう。
今、学生の受験者が急増中、合格率も良好です。

技術士第一次試験に合格すれば、将来技術士第二次試験を受験・合格すること

により技術士となることができます。

理窓技術士会は、在学生の受験を応援します。
国家試験である技術士第一次試験の合格は、必ず皆さんの将来に役立ちます。

理窓技術士会は技術士約100名余を擁する専門技術者集団です。

いつでも皆さんの受験に関する相談にお応えします。

技術士資格は一流の技術者の証です。
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技術士は新時代を切り開く技術者の資格です。
今、時代は、

1.SDGs(持続可能な開発目標)の実現を支える技術

2.「Society 5.0」を支える最高峰の技術者、

を支えるグローバルの技術者を求めています。

技術士は、これらに対応できる対応力、突破力を備えた技術者として期待されています。

技術士資格を取得するには、
１．技術士第一次試験※及び技術士第二次試験に合格することにより取得できます。

技術士第一次試験合格後、所定の実務経験を経ることによって第二次試験の受験が可能になります。

※文部科学省が認定する大学エンジニアリング課程（ＪＡＢＥＥ課程）の修了者は第一次試験が免除されます。

2．第一次試験は、毎年11月下旬に実施され、年齢・実務経験に関係なく、誰でも受験できます。
科目は、基礎・適性・専門の３科目について５者択一方式で実施され、各科目正答率５０％以上で合格できます。

専門科目は技術士の各技術部門（総合技術監理部門部門除く）に対応し、機械、海洋・船舶、航空・宇宙、電気電子、化学、繊維、金属、資源工学

建設、上下水道、衛生工学、農業、森林、水産、経営工学、情報工学、応用理学、生物工学、環境、原子力・放射線の20部門から選択します。

理窓技術士会は、在学生の受験を応援します
理窓技術士会は技術士約100名余を擁する専門技術者集団です。
大学と連携して理科大生の受験を支援します。
いつでも皆さんの受験に関する質問にお応えします。
平成30年度から諏訪東京理科大学における技術士第一次試験受験指導講座に講師を派遣、令和４年度は９人が合格しました。
お問い合わせは下記まで
理窓技術士会(東京理科大学同窓技術士会）
E mail:risogi-soumu@alumni.tus.ac.jp
氏名、学部、学科、学年を明記の上お問い合わせ下さい。
（大学院生の場合、研究科、専攻、修士・博士の別、年次）
理窓技術士会ホームページのお問い合わせ画面から問い合わせすることも出来ます。
https://www.risoukai.com/gijyutsushikai/toiawase/

令和６年度は11月24日(日)に実施されます。【申込受付期間は令和5年6月12日(水)～6月26日(水)です。】

技術士第一次試験に挑戦しましょう！！

第一次試験合格者は、受験
した専門科目に関係なく、
第二次試験では全ての部門
を受験することができます。

「理窓技術士会」会員の出身学科と技術士部門一覧


